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受
動
喫
煙
防
止  

マ
ナ
ー  

か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　  

ル
ー
ル 

へ
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
か
ら
健

康
を
守
る
た
め
に　

　
「
受
動
喫
煙
」と
は
、本
人
が
た
ば
こ

を
吸
っ
て
い
な
く
て
も
他
の
人
が
吸
っ

て
い
る
た
ば
こ
か
ら
の
煙
を
吸
い
込
ん

で
し
ま
う
こ
と
で
、
た
ば
こ
の
煙
に
含

ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
や
タ
ー
ル
等
の
有
害

物
質
に
よ
り
、
肺
が
ん
、
脳
卒
中
等
の

リ
ス
ク
が
高
ま
り
、
吸
わ
な
い
人
の
健

康
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
全
国
で

年
間
約
1
万
５
千
人
が
、
受
動
喫
煙
の

影
響
が
な
け
れ
ば
こ
れ
ら
の
疾
患
で
亡

く
な
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
呼
吸
機
能
低
下

や
胎
児
の
発
達
の
遅
れ
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
・
症
状
と
の
因
果
関
係
を
持
つ

可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
た
ば
こ
に
よ
る
健
康
へ
の

悪
影
響
を
防
ぐ
た
め
、
健
康
増
進
法
が

改
正
さ
れ
、
４
月
か
ら
受
動
喫
煙
を
無

く
す
た
め
の
取
り
組
み
が
義
務
化
さ
れ

ま
し
た
。「
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
な

く
す
」「
健
康
へ
の
影
響
が
大
き
い
子

ど
も
や
患
者
等
に
特
に
配
慮
す
る
」

「
施
設
の
類
型
・
場
所
ご
と
に
対
策
を

実
施
」
の
３
つ
の
基
本
的
考
え
方
に
基

づ
き
、
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
等
の
多
数

の
人
が
利
用
す
る
施
設
で
原
則
屋
内
禁

煙
と
な
り
ま
す
。
屋
内
に
喫
煙
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
る
に
は
基
準
を
満
た
す
専
用

の
喫
煙
室
が
必
要
と
な
り
、
入
り
口
に

は
標
識
の
掲
示
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

違
反
す
る
と
50
万
円
以
下
の
過
料
等
罰

則
の
対
象
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
20
歳
未
満
の
人
は
喫
煙
エ
リ
ア

へ
の
立
ち
入
り
が
禁
止
と
な
り
ま
す
。

社
会
全
体
で
受
動
喫
煙
防
止

の
ま
ち
づ
く
り
を

　
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、法
律
の
改
正

に
先
駆
け
て
、
市
立
学
校
や
市
立
病
院

の
敷
地
内
禁
煙
を
実
施
し
、
平
成
26
年

に
「
仙
台
市
受
動
喫
煙
防
止
対
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
定
め
る
な
ど
、
受
動
喫

煙
防
止
対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今

回
の
法
改
正
に
合
わ
せ
て
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
も
一
部
改
訂
。
受
動
喫
煙
に
よ
る

健
康
被
害
の
防
止
と
い
う
疾
病
予
防
の

観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

継
続
し
て
、
市
立
施
設
の
禁
煙
推
進
な

ど
、
受
動
喫
煙
防
止
の
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
成
人

の
喫
煙
率
減
少
を
目
指
し
、
健
康
相
談

や
禁
煙
外
来
（
禁
煙
治
療
実
施
医
療
機

関
）
の
紹
介
な
ど
、
た
ば
こ
を
や
め
た

い
方
を
支
援
。
次
世
代
の
健
康
を
守
る

た
め
、
学
校
や
家
庭
と
連
携
し
、
未
成

年
者
の
喫
煙
防
止
の
取
り
組
み
や
妊
産

婦
の
禁
煙
支
援
な
ど
の
啓
発
も
引
き
続

き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
健
康
で
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
喫
煙
マ
ナ
ー

や
た
ば
こ
に
よ
る
健
康
影
響
に
つ
い
て

認
識
を
深
め
、
社
会
全
体
で
受
動
喫
煙

防
止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

喫煙室の分類

　たばこの煙に含まれる有害物質や約70種類の発が
ん性物質の大半は、たばこを吸う人が吸い込む「主流
煙」よりも、周囲の人たちが吸い込む「副流煙」に多
く含まれていることが分かっています。

Point３

20
歳
未
満
は
喫
煙
エ
リ

ア
へ
の
立
ち
入
り
禁
止

　
喫
煙
エ
リ
ア
に
は
、
施
設
の
利
用
者

の
ほ
か
、
従
業
員
で
あ
っ
て
も
、
20
歳

未
満
の
方
は
終
日
出
入
り
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

Point４ Point２

◦たばこを吸うことができます
◦室内での飲食等ができません
◦施設の一部に設置可能です
〈設置できる施設〉
事務所、工場、ホテル、旅館、飲食店等

喫煙専用室

◦加熱式たばこを吸うことができます
◦室内で飲食等ができます
◦施設の一部に設置可能です
〈設置できる施設〉
事務所、工場、ホテル、旅館、飲食店等

加熱式たばこ喫煙専用室

①令和２年４月１日時点で営業している
②資本金または出資の総額が5,000万円以下
③客席面積が100平方メートル以下

喫煙可能室
◦たばこを吸うことができます
◦室内で飲食等ができます
◦施設の一部または全体を喫煙可能室に
　することも可能です
〈設置できる施設〉
次の要件を満たす小規模な飲食店

◦たばこを吸うことができます
◦室内で軽飲食ができます
◦施設の一部または全体を喫煙目的室に
　することも可能です
〈設置できる施設〉
たばこの販売許可があり喫煙を主目的とす
るバー・スナック等、店内で喫煙可能なた
ばこ販売店、公衆喫煙所

喫煙目的室

タール
（発がん物質。肺の機
能低下の原因に）

一酸化炭素
（息切れ、動脈硬化の原
因に）

ニコチン
（心拍数増加、血圧上昇
の原因に。依存性有り）

主流煙
副流煙

１
最大10.1

１

１

最大19.6

最大21.4

この特集に関するお問い合わせは、健康政策課☎214･8198、FAX214･4446

「副流煙」に潜む、さまざまな健康影響

▼主流煙と比較による副流煙に含まれる有害物質の割合

▼受動喫煙により発症リスクが高まる病気等

脳卒中

臭気
鼻への刺激感

肺がん

虚血性心疾患

（小児）
ぜんそくの既往

（妊娠・出産）
乳幼児突然死症候群

多
数
の
人
が
利
用
す
る

全
て
の
施
設
に
お
い
て
、

原
則
屋
内
禁
煙

　
飲
食
店
や
ホ
テ
ル
、
鉄
道
な
ど
多
数
の

人
が
利
用
す
る
全
て
の
施
設
は
原
則
屋
内

禁
煙
、
学
校
や
病
院
、
行
政
機
関
の
庁
舎

な
ど
は
原
則
敷
地
内
禁
煙
で
す
。

　
従
来
の
た
ば
こ
だ
け
で
な
く
、
加
熱
式

た
ば
こ
も
、
こ
れ
ら
の
場
所
で
は
喫
煙
で

き
ま
せ
ん
。

Point１　
施
設
の
主
な
出
入
り
口
と
喫
煙
室
の

出
入
り
口
の
両
方
に
、
喫
煙
室
の
分
類

喫
煙
室
が
あ
る
場
合
は

標
識
を
掲
示
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す

等
が
分
か
る

標
識
を
掲
示

す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

壁
・
天
井
等
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
て
い

る
、
た
ば
こ
の
煙
を
屋
外
に
排
出
す
る
た

め
の
換
気
扇
等
が
設
置
さ
れ
て
い
る
、
喫

煙
室
の
出
入
り
口
は
、
室
外
か
ら
室
内
へ

の
風
速
が
毎
秒
０
・
２
メ
ー
ト
ル
以
上
で

あ
る
な
ど
、
一
定
要
件
を
満
た
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
設
置
で
き
る
喫
煙
室
は
、
施

設
の
規
模
や
類
型
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

喫
煙
室
の
設
置
に
は
一

定
の
要
件
が
あ
り
ま
す

▲施設に掲示す
る標識の例


